
 

西小倉地域小中一貫校整備検討委員会 

第３回 地域部会 次第  

 

日 時 令和４年１２月１９日（月）１８時 

場 所 西小倉中学校 ３階 華道室    

 

 

１．開会 

 

 

２．第３回以降の地域部会の進め方について 

 （１）検討スケジュールについて 

   

 （２）ワークショップ形式による検討について 

 

３．ワークショップ形式による検討 

 （１）事務局よりテーマ・資料等の説明 

   ＜今回テーマ＞ 西小倉地域の抱える課題について考える 

 

 （２）グループワーク（意見交換・意見整理） 

 

 （３）発表 

 

 

４．その他 

 

 

 

【配布資料】 

資料１   地域部会の進め方（スケジュール・検討方法）    

検討資料１ 西小倉地域の現状と課題 

検討資料２ 市民協働によるこれからの公共施設に向けて～公共施設の将来像～                  

検討資料３ 近鉄小倉駅周辺地区まちづくり基本構想 

検討資料４ 廃校施設活用事例集                   



（１）グループ表

○ Aグループ ○ Bグループ

（２）座席配置図

Aグループ Bグループ

第3回　地域部会　グループ表

1  岩井　部会長

2  山花　委員長

3  齊藤　委員

4  日野　委員

5  村瀬　委員

6 佐々木課長

1  三宅　副部会長

2  泉　　 委員

3  木下　委員

4  髙田　委員

5  山本　委員

6 木下専門員
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1． 地域部会の進め方(今後の流れ）

◇ 西小倉地域及び宇治市全体のまちづくりを見据えて小学校跡地利活用についての検討を行う

◇ 検討は、地域部会委員によるワークショップ形式で実施する

◇ 地域部会は、その検討結果を整備検討委員会に報告する
※ 宇治市は、地域部会の検討結果を参考に跡地利活用の考え方を決定する

２． 地域部会における検討スケジュール
◇ 下記の「検討スケジュール」に沿って、令和5年6月を目標に検討内容をまとめる
◇ 検討は、下記の「検討テーマ」に沿って、3段階の工程により進める
◇ 地域部会の開催頻度や開催時期は進捗状況に合わせて調整する
（第4回地域部会は令和5年2月の開催を想定）

＜検討テーマ＞
○ 全体テーマ

西小倉地域及び宇治市全体のまちづくりを見据えた小学校跡地利活用を考える
○ 個別テーマ

第1段階　西小倉地域の抱える課題について考える
第2段階　3小学校跡地の利活用アイデアを考える
第3段階　実現可能性のある利活用アイデアを取りまとめる

地域部会の進め方（スケジュール・検討方法）

第1段階 第2段階 第3段階

課題抽出
利活用アイデア

の検討

利活用アイデア

の取りまとめ

資料１

＜検討スケジュール＞

11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9

地域
部会

ワークショップ形式
による検討

宇治市
跡地利活用の
考え方を決定

令和4年度 令和5年度

第１段階 第２段階 第３段階

開校以降令和６年度から令和５年度

小中一貫校

＜小学校跡地利活用全体工程＞

跡地利活用の

考え方を決定
基本計画 順次利活用
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３． ワークショップ形式による地域部会の進め方
（１）ワークショップのイメージ

（２）テーマに沿った検討の進め方
◇ 各回における検討は、下記の「各回の流れ」に沿って実施する
◇ グループワークは、地域部会委員を５名程度ごとに分けて少人数で実施する
◇ 調整役として、市職員を各グループに１名配置する

＜各回の流れ＞

（参考）グループワークの例

※ 調整役は、グループの全員が意見を出せるように司会・進行する

地域部会

（事務局）（グループ） （グループ） （全体）（事務局より）

説明
意見

交換

意見

整理
発表

まとめ

資料作成

参加者主体

の検討
意見交換中心

問題発見

課題解決

テーマ

到達目標

全体発表

全体共有

少人数

グループワーク

調整役

による司会進行

必要に応じて

個人ワーク

各自思いついた考え・意見を、

付箋に記入（考え・意見ごとに1枚）

考え・アイデアを発表しながら、

付箋を模造紙などに貼付

付箋の並べ代え等によって

グループ内の意見を整理する
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